


むかしむかし としおいた　こなひきが　なくなり、 ３にんのむすこが　いさんわけをした。 １ば
んうえの　むすこは　こなひきごや。 ２ばんめの　むすこは　ロバをいっとう。 すえっこの　む
すこは　ネコをいっぴき　もらいました。





すえっこむすこは　がっかりした。 にいさんたちは、　こなひきごやに、ロバがいて、はたらい
ていける。 だけど、ネコいっぴき　もらったところで、なんになる？ ところが　このネコ、かし
こいネコで にんげんのことばを　はなしだした。 そして　ネコのいうことには、 「わたしに　き
れいな　かわの　ながぐつと、おおきなふくろを　ひとつ　ください。 そうすれば、なんのしん
ぱいもいりませんよ」 かっこいいながぐつを　てにいれたネコは、 のやまで　うさぎやら　さか
なやらを　つかまえて、 まいにち　せっせと　おうさまのところへ　もっていった。 「わたしの
あるじ、カラバこうしゃくから　おうさまへの　おくりものでございます」





あるとき、ネコは　 おうさまと　おうじょさまが　 そろって　おでかけになると　ききつけま
した。 おうじょさまは、せかいでいちばん　うつくしいとひょうばんのおひめさまだ。 ネコはい



そいで　うちにかえり、 すえっこむすこに　いった。 「さあ、きょうは　うんめいのひです。 あ
そこの　かわで、はだかになって、まっていてください。 あとは、わたしのいうとおりにしてく
ださい。 きっと　しあわせに　なれますから」 すえっこむすこは　ネコのいうとおりにした。 　
おうさまのばしゃがとおりかかると、 ネコはおおごえで　よばわった。 「たすけてください！　
たすけてください！ わたしのしゅじんの　カラバこうしゃくが おいはぎにあって、こまってい
ます」



おうさまは、ネコのこえをきいて、ばしゃをとめた。 いつも　いろいろ　みつぎものをもってき
てくれる　 きまえのいいカラバこうしゃくがこまっていなら、たすけてあげよう。 けらいに、じ
ょうとうなふくを　もってこさせました。 ほんとうは、こなやの　すえっこむすこ。 でも、じょ
うとうな　ふくをきて カラバこうしゃくだと　なのったら、 なんともりっぱな　わかものにみ
えた。 せかいでいちばんうつくしい　おうじょさまと すえっこむすこは　ひとめで　こいにおち
ました。



すえっこむすこをのせて、 おうさまの　ばしゃは　すすみます。 ネコはさきまわり。 いきさきの
　のうじょうで　はたらく　のうふたちを　おどしてまわった。 「いまからくる　おうさまた
ちに、 このとちは　カラバこうしゃくさまのものだと　いうのだ。 さもなければ、おまえらみ
んな、くっちまうぞ！」 ほどなくして　とおりかかった　おうさまたちは、 のうふたちにききま



した。 「これこれ、このすばらしい　はたけは　だれのものじゃ」 「へえ、ここは、カラバこ
うしゃくさまのものですだ」 「なんと！りっぱなのとちを　おもちですな！」 おうさまは、　か
んしん　しきり。 けれど、すえっこむすこは　ネコにいわれたとおり、 なにもいいませんで
した。 そして、 おうじょさまと　みつめあっていました。



ひろいとちのさきには、ひとくいおにの　しろがあります。 じつは、これまでのとちは　ぜ
んぶ、 この　おにのものでした。 ネコは　おにのしろに　やってきました。 そして、おにに　し
んせつそうに　はなしかけました。 「あなたは　なんにでも　ばけられる　 すばらしい　ちから
が　あるとうかがいました。 どうか、そのすばらしいまほうを　みせていただけませんか」 おに
は　いいきぶんになって、 おそろしいライオンや　おおきなゾウに　なってみせました。 ネコは
　おにを　ほめそやしました。 「いやはや、なんと　すばらしい！ しかし　どうでしょう。　お
おきな　あなたさまが、 ちいさなものには・・・たとえば　ちいさなネズミなんぞには ばけられ
ないんでしょうなあ」 おにが　なんのそれしきとばかりに　ネズミにばけると、 ネコはさっと　



ネズミにとびかかり、 ぱくりと　たべてしまいました。



これで　ひとくいおにの　しろもとちも、 カラバこうしゃくのものとなりました。 おにに　ひど
いあつかいをうけてきた　 めしつかいたちも ネコのいうことをきくほうがいいと　よろこんでい
ます。 そこへ、 おうさまのばしゃが　とうちゃくしました。 「カラバこうしゃくの　おしろへ　
ようこそ！」 おうさまは、カラバこうしゃくが、 すばらしいとちに、りっぱなしろをもった　お
かねもちだとおもいました。 「どうだね、カラバこうしゃく。 わたしのむすめと　けっこんしな



かね。 どうやら　おたがい、とても　きにいったようだが」 そして　そのひのうちに　 けっこん
しきと　せいだいなパーティが とりおこなわれました。





めでたし　めでたし
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